












































合同憲兵隊（Nuai Sarawat Phasom）が作成して合同委員会（Khana 


























ると、開戦直後から1943年 7 ～ 9 月までは50件程度で推移しているが、そ
の後漸増して1944年 4 ～ 6 月に100件を超えた後、1944年10～12月から急
増していたことが分かる。件数が最も多かったのが1945年 1 ～ 3 月の343
件であり、次いで 4 ～ 6 月の328件となっていた。記録された窃盗件数は
計1,644件であり、そのうちの約 6 割が1944年10月以降に集中していた。









ており、1942年 1 ～ 3 月の件数はバンコクが26件に対して地方はわずか 1
件のみであった。バンコクでは1942年 4 ～ 6 月に43件、 7 ～ 9 月に41件を
記録しており、一旦減少して1943年半ばに20件程度まで減少していた後で
再び増加し、1945年 4 ～ 6 月に126件と最高値を記録していた。このように、
それほど大きなものではないが、バンコクでは1942年代半ばに小さなピー
クが存在していた。これに対し、地方については1942年中の件数は非常に
少なかったものの、1943年 4 ～ 6 月からバンコクの件数を上回るようにな
































期間 日本側 タイ側・不明 計バンコク 地方 バンコク 地方
1941/12 4 - - 1 5
1942/01-03 3 - 23 1 27
1942/04-06 2 1 41 7 51
1942/07-09 9 1 32 4 46
1942/10-12 2 - 25 15 42
1943/01-03 - - 16 13 29
1943/04-06 - 7 21 23 51
1943/07-09 2 - 16 30 48
1943/10-12 6 4 13 47 70
1944/01-03 5 5 20 59 89
1944/04-06 10 6 25 70 111
1944/07-09 5 5 28 64 102
1944/10-12 6 11 45 133 195
1945/01-03 15 19 84 225 343
1945/04-06 14 13 112 189 328
1945/07-08 11 4 31 61 107
計 94 76 532 942 1,644










タイ人労務者 90 日本軍 84
日本兵 30 日本商会 34
タイ・中国人従業員 25 タイ政府 13
中国人労務者 22 日本文民 13
労務者（その他） 8 住民 18
日本文民 1 日本兵 7
日本憲兵 1 タイ警官 1
計 177 計 170
タイ側が加害・不明
加害者 被害者
タイ人住民 706 日本軍 1,176
中国人住民 127 日本兵 137
タイ兵 39 日本商会 91
子供 23 日本文民 34
タイ警官 20 労務者 15
鉄道員 18 日本憲兵 13
サームロー運転手 18 捕虜 2
タイ人労務者 16 インド兵 1
中国人労務者 5 慰安婦 1
囚人 5 タイ人住民 2
公務員 1 タイ政府 1
その他 8 その他 1






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































期間 北部 東北部 中部上部 中部下部 東部 南部 計
1941/12 - - 1 - - - 1
1942/01-03 1 - - - - - 1
1942/04-06 1 - 2 - 3 2 8
1942/07-09 - - - 4 - 1 5
1942/10-12 - - - 13 - 2 15
1943/01-03 - - 5 7 - 1 13
1943/04-06 1 - 1 24 - 4 30
1943/07-09 - - - 22 1 7 30
1943/10-12 6 - 9 22 3 11 51
1944/01-03 11 - 16 20 - 17 64
1944/04-06 11 2 11 31 6 15 76
1944/07-09 11 - 6 31 4 17 69
1944/10-12 8 3 7 84 3 39 144
1945/01-03 11 3 5 175 17 33 244
1945/04-06 5 16 8 111 43 19 202
1945/07-08 - 10 4 39 11 1 65
計 66 34 75 583 91 169 1,018




































































出所：NA Bo Ko. Sungsut他より筆者作成。
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年半ばに再び 2 万バーツ台に戻り、その後1944年 4 ～ 6 月から大幅に増加
し、1945年 1 ～ 3 月に175万バーツと過去最高値を記録していたことが分
かる。 1 件あたりの被害額は 1 バーツから100万バーツまでと多岐に渡っ









期間 被害額 回収額 回収率（％）
1941/12 - - -
1942/01-03 20,446 86 0
1942/04-06 23,399 632 3
1942/07-09 4,700 1,300 28
1942/10-12 805 - 0
1943/01-03 1,324 240 18
1943/04-06 26,246 3,475 13
1943/07-09 28,449 3,396 12
1943/10-12 42,581 15,975 38
1944/01-03 55,798 19,961 36
1944/04-06 374,485 186,972 50
1944/07-09 304,234 39,608 13
1944/10-12 249,065 54,405 22
1945/01-03 1,745,530 252,956 14
1945/04-06 647,670 126,359 20
1945/07-08 1,444,686 53,254 4
計 4,969,417 758,618 15
注：被害額が判明した窃盗のみを対象としている。















が、1944年10～12月と1945年 4 ～ 6 月がほぼ20％であることから、この時












～12月から1945年 4 ～ 6 月までは50％台の低い水準となっていた。開戦直


























































































6 月まではそれぞれ数人しかいないものの、その後急増して1945年 4 ～ 6
月には計26人と最高値を記録していた。死亡者についてはこの期間の20人































　これらの事件のうち、死亡者が 3 人と最も多かった事件が 2 件存在す
る。このうちの 1 件は、1944年11月19日 2 時にドーンムアン飛行場に近い
パトゥムターニー県ラムルークカー郡の日本軍の駐屯地に保管してあった







タイ人住民 71 タイ人労務者 7







日本兵 74 警官 3





出所：NA Bo Ko. Sungsutより筆者作成。
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傷者 2 人の計 9 人に過ぎず、うち負傷者の 1 人は日本側による治療であっ
た。おそらく死亡者に対する最安値の50バーツが支払われたであろう事例


























集中していることが分かる。最大値は1945年 1 ～ 3 月の113件であるが、
1944年 7 ～ 9 月までの件数は多くてもせいぜい20件程度であり、1944年末







ンコクの件数のほうが多くなっていた。バンコクでも1945年 1 ～ 3 月と 4











ぞれ18件ずつと最多となっており、以下 6 時台の13件、 2 時台と 8 時台の
12件ずつが続いていることが分かる。午前 9 時までは変動があるものの、
その後は日中の件数が少なく、20時以降件数が急増していることからやは












































0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
図11　電信線・金属線窃盗の発生時間帯（単位：件）






































線路 路上 駐屯地 ⾶⾏場 駅 その他 不明
図12　電信線・金属線窃盗の発生現場（単位：件）


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































犯人は 2 ～ 4 人の事例が64％と最も多く、次いで 1 人の犯行が24％、 5 人



























































出所：NA Bo Ko. Sungsutより筆者作成。
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例が計 5 件存在するが、そのうちの 3 件がこの道路沿いに敷設されていた
ものであり、窃盗期間も1943年前半に集中していた。窃盗量が判別する事
例は計 4 件あり、総延長は 9 万m、すなわち90㎞分に及んでいた39。判別





































も高かったものと考えられる。このため、1945年 7 ～ 8 月の被害量の多さ
表 9　電信線・金属線窃盗の被害量と回収量の推移（1942～1945年）
 （単位：m）
期間 被害量 回収量 回収率（％）
1942/04-06 62 - 0
1942/07-09 - - -
1942/10-12 1,130 - 0
1943/01-03 87,200 - 0
1943/04-06 5,860 - 0
1943/07-09 3,288 28 1
1943/10-12 4,950 1,264 26
1944/01-03 3,540 450 13
1944/04-06 6,075 1,422 23
1944/07-09 17,437 962 6
1944/10-12 44,023 2,412 5
1945/01-03 91,462 14,818 16
1945/04-06 64,780 13,840 21
1945/07-08 33,210 120 0
計 363,017 35,316 10
注：被害量が判明した窃盗のみを対象としている。






























































































4  NA Bo Ko. Sungsut 2. 9 /34 “Pho. Ditsaphong rian Maethap Yai. 1945/06/11”
5  NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /50 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong 






7  NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /22 “Rai-ngan Hetkan Pracham Wan khong 
Sarawat Phasom Nuai Tai. 1943/04/29”  
8  バンコクでの日本軍の駐屯地はパトゥムワン郡が最も多く、以下ヤーンナーワー
郡、ドゥシット郡が続いていた［柿崎 2020c: 131］。
9  各地で駐屯していた日本兵の数については、柿崎［2018］表 3 －12、 3 －
13、 4 － 6 、 4 － 7 を参照。
10 コークモー駅は起点のノーンプラードゥック駅の西 2 ㎞に位置し、ノーン
プラードゥックに到着した貨車はこの駅で列車に組成されてからビルマ方
面に向かっていった［NA Bo Ko. Sungsut 1. 12/278 “Rian Set. Tho. Sanam. 
1944/05/24”］。なお、タイ側の記録にはコークモー駅とコームマー駅の双方が
出てくるが、おそらく同一地点であったものと思われる。
11 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /286 “Pho. O. Ditsaphong Ditsakun sanoe 






12 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /188 “Khaluang Pracham Changwat Chumphon 
thueng Athibodi Krom Tamruat. 1945/01/30”　ルピー貨と書かれているが、お
そらくビルマで発行していたルピー建ての軍票であったものと思われる。当時
の公式な為替レートでは 1 バーツ 1 ルピーであることから72万バーツに換算し
たが、実際にはルピー軍票の価値はバーツよりもかなり低かったはずである。
なお、この窃盗事件についてはその後盗難品が回収されたという記録はない。
13 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /135 “Phon. To. O. O. Adundetcharat sanoe Cho 
Po Pho. 1944/07/24”　この窃盗事件は被害額が 3 番目に大きい事件でもあった。
なお、具体的な窃盗品目は不明である。
14 実際には盗難された紙幣の一部は回収されたものの、金額が不明なためここに
は含めていない［NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /286 “Pho. To. Pun Wongwiset 






16 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 2 /228 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon 
Changwat Phetchaburi thueng Athibodi Krom Tamruat. 1945/08/06”
17 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /166 “Phu Chuai Athibodi Krom Tamruat Fai 
Thurakan sanoe Chao Krom Prasan-ngan Phanthamit. 1944/12/27”
18 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 2 /150 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon 




19 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 2 /84 “Phu Thaen Fai Kongthap Bok Yipun 
Pracham Prathet Thai thueng Phana Than Prathan Khana Kammakan 
Phasom Thai–Yipun. 1942/08/18”
20 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 1 /23 “Prathan Kammakan Phasom thueng 
Ratthamontri Wa Kan Thuk Kasuang, Lekhathikan Khana Ratthamontri, 
Lekhathikan Sapha Phu Thaen, Lekhathikan Samnak Phraratchawang. 
1943/01/11”
21 Ibid. “Pho. Tho. Pho. Ditsaphong sanoe. 1943/01/07”
22 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 2 /84 “Pho. To. Anan Unhalekka rian Chao Krom. 
1943/08/06”
23 Ibid. “Chao Krom Prasan-ngan Phanthamit thueng Phana Thut Fai Thahan 
Bok Yipun Pracham Prathet Thai. 1943/09/30”　日本側は1942年 8 月の時点の
命令を根拠に、逃げ出した容疑者に非があったと主張していた。
24 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 2 /18 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon 








27 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /272 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon 
Changwat Ratchaburi thueng Athibodi Krom Tamruat. 1945/08/08”　メーク
ローン川橋梁は空襲で被災しており、当時日本軍は仮設橋を建設していた。
28 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /277 “Khana Krommakan Changwat 








31 この区では窃盗件数16件のうち 9 件が電信線・金属線の窃盗であった。




34 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /151 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon 
Changwat Kanchanaburi thueng Athibodi Krom Tamruat. 1945/10/03”　これ
は連合軍の空襲によって移転した駐屯地跡と思われる。
35 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 1 /65 “Huana King Sathani Tamruat Nakhonban 
Samrong thueng Sarawat Tamruat Nakhonban Samut Prakan. 1945/03/03”　
切断された電信線は1,289．60m、価格は 2 万5,780バーツで、日本側に返還された。
36 1 人での犯行のうち最も窃盗量が多い事例は、1944年 5 月22日にドーンムア
ン飛行場で労務者頭のトム（Thom Buathum）が電線900mを盗んだ容疑で捕
まった事例であるが、 1 人で900mの電線を盗み出すのは難しいことから、共
犯者がいた可能性が高い［NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 2 /50 “Rai-ngan Hetkan 
Pracham Wan khong Sarawat Phasom Nuai Phra Nakhon. 1944/05/23”］。





38 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /42 “Palat Kasuang Khamanakhom thueng 
Chao Krom Prasan-ngan Phanthamit. 1943/05/27”　これは同じ日に 2 ヶ所で盗
まれたものであり、正確にはムアンカオ区で電話線 2 本計 1 万9,000m、カオレー
ン区で同じく電話線 2 本計 2 万2,000m分が盗まれていた。
39 他に91㎏分の電信線が押収されている。
40 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /42 “Palat Kasuang Khamanakhom thueng 
Chao Krom Prasan-ngan Phanthamit. 1943/05/27”
41 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /189 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon 
Changwat Kanchanaburi thueng Athibodi Krom Tamruat. 1945/01/31”
42 例えば、1945年 3 月 7 日に同じくターマカー郡内で盗まれた電話線6,000mの
単価は 2 バーツであった［NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /218 “Phu Kamkapkan 
Tamruat Phuthon Changwat Kanchanaburi thueng Athibodi Krom Tamruat. 
1945/03/30”］。
43 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /13 “Phu Bangkhapkan Tamruat Phuthon Khet 
5  thueng Athibodi Krom Tamruat. 1942/06/29”　夜間警備は市内から 1 ㎞の
範囲で行われていたが、その先での窃盗は続いていた。
44 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /13 “Banthuek Phaen Kan Raksa Sai Thorasap 
Sanam khong Kong Thap Yipun. 1942/11/17”
45 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /42 “Palat Kasuang Mahat Thai thueng Khana 
Krommakan Changwat. 1943/10”
46 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2 /26 “Banthuek Kan Prachum Rawang Sarawat 
Thahan Yipun kap Fai Thai. 1943/08/30”
47 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 3. 1 /94 “Phu Kamkapkan Tamruat Phuthon 
Changwat Kanchanaburi thueng Athibodi Krom Tamruat. 1944/05/09”
48 NA Bo Ko. Sungsut 2. 9 /39 “Banthuek Kan Sonthana Thai–Yipun Rueang 
Kan Prappram Chon Phu Rai lae Rapphit nai Kan thi Thahan Yipun Luklam 
Khao Khet Huangham Wang Saraphi Cho Wo. Kanchanaburi. 1945/07/27” 日
本側は警察の協力を求めたが、県知事は泰緬鉄道には警察の権限は及ばないと
して断った。
49 NA Bo Ko. Sungsut 2. 7. 2. 1 /103 “Khaluang Pracham Changwat Phra 





50 Ibid. “Banthuek Kho Toklong Rawang Sarawat Fai Thai–Yipun lae Phanak-
ngan Sopsuan Sathani Tamruat Chorakhe Noi Rueang Thahan Yipun Chai 
Awut Puen Ying Yam Ratsadon Thai thi Thongthi Sathani Tamruat Chorakhe 
Noi. 1945/07/12”　このうち 2 人については未婚のため父親に150バーツずつ支
払い、もう 1 人は 5 人の子供がいたため妻に対して300バーツ支払っていた。
引用資料・文献は（下）に一括して掲載する。

